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第一章
　
詩集刊行まで
現在公刊されている全集で普通ツェランの処女詩集とされているのは、この詩集『ケシと記憶』である。しかし現
実に市場に流通されることを予定して発刊された初めての詩集は『骨壺からの砂』だった。 「ケシと記憶」は、この詩集『骨壺からの砂』の第二部のタイトルであり、逆に「骨壺からの砂」が、詩集『ケシと記憶』の第一部のタイトルになっているところからも、 の二つの詩集が緊密な関係にあることが分かる。
ルーマニアからドイツ語世界であるウィーンに脱出したツェランは、そこで詩集を刊行 詩人としてデビューしド
イツ文壇の中に入ることを強く願っていた。マルグル・シュペルバーもそ ために尽力した。当時高名な批評家だったチューリヒ マックス・リヒナーに詩 草稿を送ると同時に、オーストリア エルンスト・ショーンヴィーゼにも
八二
ツェランの詩を送っていた。ショーンヴィーゼは、一九三五年から三七年にかけて『銀の小舟』という雑誌を刊行していたが、カフカ、ジョイス、ムージル、フォ クナー、プルースト、リルケ、ヘルマン・ブロッホなど錚々たるメンバーの作品を紹介していた。戦後はザルツブルクでアメリカの放送局の文芸部門の長として働き、国際的な作家を紹介、作品と読者の絆を回復しようとしていたのである。その彼の勧めでシュペルバーはツェラ の詩を、ウィーンで雑誌『プラ ン』を刊行していたオットー・バージル宛てに送った である
）（
（
。
バージルは一九三八年から四五年のナチ時代には執筆を禁止されていたが、戦後すぐにエドガー・ジュネらと共に
雑誌『プラーン』の編集発行人となっ 。雑誌『プラ ン』は、 「頭脳にかかっている霧を根本的な ころから消し去り、大々的に防疫活動をすること」そしてまた「芸術や文化生活の領域で 世界市民的また汎ヨ ロッパ的な精神的オーストリアを力づけ、民主的・共和主義的国家思想を強化しようとするあらゆる勢力の結集点になるこ
と
）（
（
」
を課題としていた。
雑誌『プラーン』の編集部をツェランが訪ねたときの様子を後になってバージルは次のように記していた。 「細面
の悲しげな眼付を た黒い瞳を持った一人の若者が現れた。彼は小さい声で話し、控えめで、気後れしてい 、ほとんどびくびくしているとさえ えるような態度だった……。そ ま やつれてボロボロになってしまっているとう印象を与えた
）（
（
」 。
しかしツェランの詩はバージルに対して「トラークル以来これほどの印象を与えた詩人 いない
）（
（
」とまで言わしめ
る感銘を与えたのである。 『プラーン』最終号には一七編 ツェランの詩が掲載され 一方リヒナ もまた文芸新聞『タート』にツェランの詩を掲載した。
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シュペルバーの努力は実ったのである。世に出るためには、意識的なこのような努力が必要だったことを見逃して
はならない。
そして念願の処女詩集が友人たちの寄付金によって刊行された。しかも一度は刊行予定の出版社が倒産し、出資金
の半分しか戻 ず、再度寄付を集めての別の出版社からの刊行だったのである。しかしその詩集には見逃すことのできない決定的な誤植が多く、またツェランには許しがたい「度外れて趣味 悪い
）（
（
」ジュネの挿絵まで入っていた。そ
のためツェランはあれほど刊行を望んでいた処女詩集の廃版を決意したのである。何という幻滅、何という失望だろうか。友人たちのまれにみる好意も無に帰してしまったことになる。この詩集は九冊売れ、五冊が図書館に収められた
）（
（
。ウィーンを離れパリに向かっていたツェランは、すべてをエドガー・ジュネと妻のエーリカに委ねていた。すべて
はいい加減なジュネ夫妻の責任だった。処女詩集『ケシと記憶』が世に るのはそれから四年後一九五二年一二月のことである。一九四五年から数えると実 七年後ということになる。ツェラン この刊行を如何に喜んだか それは出版社の原稿審査係ヴィリー・コッホ宛ての一九五三年一月の次のような手紙 明らかである。「あなたと、またドイツ出版社は、私が一番叶えてほしいと願っていた望みを叶えてくださいました──なのに今日になって感謝をさせてい だいています！
　
一月初めの週に妻と──私はクリスマスのちょっと前に結婚しました
──南フランスから戻り、目の前にある本を発見した時、抑えきれぬ喜びが抑制できぬまま 道を どり始めす─ 私は本の周りを廻り歩くだけで、本を開くことが出来ませんでした、そ 本は現実のものとは思えぬほどに素晴らしいものとして、真ん中に置かれていたのです
）（
（
」 。
八四
ツェランはこの詩集によって世に認められ、ドイツ語詩人としての歩みをドイツ文壇の中で歩み始めることにな
る。【捨てる力の激しさ】ツェランは、すでに記したように、強制労働収容所で労働していた一九四三年に、恋人ルート宛てに二五編の詩を
手帳に手書きで書き、 『詩集』としていた。無名詩人の「遺書」として書かれたものである。いまもドイツのマールバッハのドイツ文学アルヒーフに残されて るが、実に丁寧にきれいに書かれている。
そして一九四四年には、九七編の詩をまとめて 章分けし全体の構成を考えて一冊の詩集とし それをブカレスト
にいるマルグル・シュペルバーの許にルートの手によって届けてもらったのである。彼に評価を仰ぎ世に出るきっかけとするためだった。
　
つまりツェランは、すでに詩集をもっていた である。しかもそれは生死の境から言葉になったものだった。こ
らの詩をしかしツェランは詩集『骨壺からの砂』でほとんど捨 ている。これら 詩は、詩集に収めら 四八編の詩のうち二一編を占め だけである。しかも詩集『ケシと記憶』に至っては チェルノヴィッツ時代に 、ないし書かれ始めたと推測される詩のうち残されたのは「死の ガ」とあと一編だ となる
）（
（
。ツェランは自分の詩を
激しく捨てていた。この力は並大抵のものではない。 「生死の境から言葉 したもの」に対して、人は普通何 特別な思いを だき、それを大切に たい残したいとそう思う ではない 。たとえそれがナルシシズムとわかってはいても。
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しかしツェランはそうしなかった。何をもって「詩」とするか、その基準が、あるいは自分の詩の課題が、当時の
彼にはすでに明らかになっていたのではないかと思われる。だからその基準、ないし課題に合わぬものは容赦なく捨てた。
ツェランは詩人と て、絶えず「先に進む」ことを考えていた。過去を愛おしむ気持ちよりも次に書くべき 方
がはるかに重要だったのである。このエネルギーの強烈さは特筆すべきものである。彼は詩を書くことで生きようと深く心に定め いた。すでに書いたように医者になる道を捨て、将来詩人として立つことが出来るかどうかわからないままに、徒手空拳で人生と渡り合うことを選んで ある。こういった人生選択が、この強烈 エネルギーを生み出す一因と なっ であろう。
この彼の選択の底にあるのは、彼の「詩」への信頼であり、文学という現実世界とは次元の異なる世界が存在し
それが人々により共有されていることへの信頼 り、 「詩人」という存在への信頼であった。
第二章
　
詩集をめぐって
【他者の鏡に映ったツェランの詩】「ユダヤ人としてドイツ語で詩を書くことがいかに困難であるかを申し上げたいのです。もし私の詩が出版されるようなことになれば、それはおそらくドイツにも届くことでしょう──ここでぞっとするよう こと 申し上げさせていただくとする ら── のとき私の本を開いた手は、実は私の母を殺した者と握手した手 あったかもしれない
八六
のです
）（
（
。 」
リヒナー宛てに書かれた手紙の一節である。父母を殺した者らの言葉、いわば「殺人者の言葉」であるドイツ語で
詩を書くことの困難さが語られている。母語でしか詩を書くことはできないとツェランは考えていた。 「私の運命はすなわち、ドイツ語の詩を書かねばならぬということなのだ。そして詩が私の運命なのだ
）（1
（
」と考えるがゆえに母語の
ドイツ語で詩作した ェランは、ドイツ語を母語とする者たちに何を伝えたかったのか。ドイツ語を母語とする者たちは何を受け取ったのか。
トラークルの友人であり、雑誌『ブレンナー』の編集発行人であったフィッカーを、ツェランはインスブルックの
彼の自宅に訪ねている。一九四八年パリに赴く途上のことである。そのフィッカーはツェラン宛ての手紙で次のように書いていた。 「あなたの から受けた印象、くり返し思い出されるその印象が、いかに強烈なものであったか」を。そしてまた「この時代の類例のない剥き出しの晒され方から受けた衝撃を、個人的に克服してきたことを示す、省察 経た表現が、あなたの詩に重要な特徴を与え」 「それらすべてのものが、あな 詩という鏡の中には実に圧縮されて詰め込まれ るように見え のです」 。 「言葉における形象 感覚の絡まり合いが、言葉の拠って来たる世界の本源的なものと、これほど見事 共鳴させられているようなとき、あなたがなされてきたこ ような対決 跡を辿ってみることは、離散ユダヤ民族を襲った夜 、その夜空に輝く星の許での孤独な人間 運命に心を寄せている誰にとっても些事であるわけはあり せん
）（（
（
」と。
そして新聞の文芸欄における批評。 「詩の一行一行から気づかされるのは、作品に対して峻厳な芸術家がここにい
るというこ である。この詩にお るように才能と自己批評が平衡を保ち、新しい響き 惑わすように耳 中 鳴
パウル・ツェラン（五）

八七
り、個性的な表現世界がこれほど突然に、しかも完成されて我々の目の前に置かれるとき、それに対する評価を貶めるようなことがあってはならないだろう
）（（
（
」と。
ヘルマン・ヘッセもまたこの詩集を評価していた。 「伝統を使いつつ、その伝統を意識的に断ち切ってい
る
）（（
（
」こ
と、即ちドイツ抒情詩におい 愛好されていた語彙や 聖書の物語やギリシャ神話などが、新しいコンテクストの中に置かれ、問い質されてアクチュアル ものになっていることに注目していたようである。
もちろん逆に酷評もあった。例えば詩人ハインツ・ピオンテークの例。「彼の詩は純粋詩であり、魔術的モンタージュであり、シャガールの絵に比すべきものだ。 」 「彼の詩はもっぱらメ
タファー、内的イメージと形象からなっている──現実が詩の秘密の文字に移し替えら いる。こ 若い詩人の作品はベンの意味での技巧だ。 」 「この詩集のうち二〇編は余計である」 「次の詩集では、何か言いたいこと あると分かる詩、本当に言わなければならな 抜き差しなら ものを感じさせる詩だけに てほしいものだ──エチュードとかピアノの指の運指法 どでは く
）（（
（
」 。
称賛するにせよ、酷評するにせよ、いずれの批評からも、ツェランの詩世界が独自なものであること、そして現象
的に一個の完結した世界 ように見えることが分かる。ピオンテークは、ツェラン 詩世界が現実世界と 切 、それ自体独立した審美的な世界であるとみているようである。 れ 対し フィッカーはその全く逆 、ツェラン世界が現実との対決の果てに産み出されてきたものであると理解し いる。
八八
【ツェラン自身の言葉】一九五二年一一月六日、すなわち一二月末に詩集『ケシと記憶』が刊行されるほぼ一月半ほど前に、ツェランは五
四年の放送番組でマンデリシュタムとツェランの作品を取り上げてくれたシュベートヘルム宛てに、詩集『ケシと記憶』に掲載される予定の詩を添えながら、手紙を書いている。それはシュベートヘルムから、ツェランのそれまでの人生の歩みを教えてほしい、という要請を受け、それにこたえて書か たものだった。「 〈これまで歩んできた〉道のりを振り返ることが、私にとってどれほど困難なことであるかを分かっていただけたなら！」 「私はですから──もしムージルの言葉 使うことが許されるのなら──一人の遅れて生まれてきた〈カカニア人〉なのです」 「周囲のルーマニア的なも と私との関係は考えら 限りルーズなも でした。そこからときには少しばかり奇妙な遠近法が生ま てきた です。近いも が遠かった です、そして自分自身が遠くにいるその時初めて、本来の距離を測定することが出来たのでした」 「ジャン・パウルが つか言ってい ように〈詩はこの世における「唯一の
第二
4
の世界」
die einzige zw
eite W
elt なのだ〉という言葉が私には思い浮かぶのです。私の場合、
「この世」がすでに「第二世界」であることがまれではありませんでしたが、つまり私は早くから「累乗された現実」potenzierte W
irklichkeit の存在を信じていたのです。戦争に先立つ年月、また戦争中の歳月もまたそれを信じさせる
更なる機会を与えてくれました。ユダヤ として私は、他の多く こ と並んで、言葉が単に世界への架け橋になるばかりではなく、また孤独 するものであるこ を学ばなければならなかっ です
）（（
（
。 」
ツェランが、ジャン・パウルの言葉を引用しながら、詩が、つまり文学が、 「この世における唯一の第二の世界」
として存在してい のだ と述べていることが注目される。しかもそ は現実そ ままでは く現実をより強め圧縮
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した現実とでもいうべきものなのだ。
また一九五三年三月一一日に、ヘッセン放送局から、ツェランの友人ロルフ・シュレーアスが「詩人とその作品、
パウル・ツェラン」と題する一五分 ラジオ番組を放送している。その中でシュレーアスは「早くから自分は〈累乗された現実〉の存在を信じることを学んできた」というツェランの言葉を紹介している
）（（
（
。
同時期のこれらの事例から、ツェランが自分の詩を「第二の世界」そしてまた「累乗された現実」と考えていたこ
とが分かるのである。「第二の世界」 、そして「累乗された現実」という表現は、先に述べた「他者の鏡に映ったツェランの詩」の批評に示されていた、 「ツェランの詩の独自性」 「それ自体一個の完結した世界のように見えること」と照応しているように見える。第三章
　
詩集のタイトル
【ケシという言葉】詩集『ケシと記憶』のタイトルとしてケシという言葉が選ばれている。ケシは、通常鮮烈な赤である。群生して野
に乱れ咲いている風景は圧巻だ。個々の植物の学名や同じ植物 様々な呼称にまで通じているほどに植物を愛 、植物の詳しい知識を持ち合わせていたツェランが特別愛していた野の花なのかもしれない。
そのケシからは、モルヒネやアヘンがとれる。モルヒネには神経に働きかけ痛みを和らげる効果がある。アヘンに
九〇
は精神的に一種の興奮状態、陶酔をもたらす働きがある。また夢や眠りと関係するという指摘がある。それはともかく、ケシという言葉がどういうイメージを与えるものか、それについてはツェラン自身に語らせるにしくはない。
詩集『骨壺からの砂』に、 「ケシ」と題する詩がある。それを次に記そう。
星々の間で燦めいていた光を屈服させる、見知らぬ火で夜を燃え立たせ、わたしの憧憬が炎のように燃え上がるのがいま許されている、炎は九度にわたり、おまえの円い甕から吹き寄せてくる。おまえは熱いケシの華麗さを信じなければならない、ケシは夏が与えたものを誇り高く惜しげもなく与えそして花咲き、おまえの眉 曲線の具合からおまえの魂がケシの花の赤 中で夢見ている かどうかを言い当てる。庭園の風のそよぎが奇妙にケシを驚かせ、ケシの炎が落ちてしまうとき、 は だ恐れるのだすべての者の中でもっとも甘美な者 眼に
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憂鬱で黒くなった自分の心を打ち明けてしまうことを
）（（
（
。
「おまえ」は詩人内面にいる者とみえる。詩人の憧憬の激しさがまず伝わってくる。その憧憬の炎がケシをも熱している。燃え上がるような鮮烈なケシの花の赤い色のなかで「おまえ」が夢見ているのかどうかが問われている。夢は眠りの中に現れてく 「夢」であるのか、あるいは、先に述べたツェランの用語を使うなら、アヘンからもたらされる「陶酔」とさえ見える「累乗された現実」で のか。ケシは何よりもまず詩人の憧憬の激しさを象徴していよう。それはまた詩人の生命力でもある。ケシの心は、つま
り詩人の心は、しかし「憂鬱」で黒いのだ。 「憂鬱」がツェランの詩 核を形成するものであることが、ここで告げられている。
あるいは詩集『ケシと記憶』に収められた詩「永遠」 。
夜の樹木の樹皮、錆がき始めたナイフが、おまえに囁きかけてくる、名前を、時を、そして心を。私たちがそれを聞き取っていた時には眠っていた一つの言葉が、いま目覚め葉叢 下に滑り落ちていく──秋が雄弁になっていくだろう、秋を拾い上げる手はなお雄弁 なっ いくだろう、
九二
忘却のケシと同じく、手に接吻した口は、今瑞々しい
）（（
（
。
「夜」はツェランの詩にあって、一つの核となる言葉である。その切っ先が冷たい金属の光沢を放っているナイフは、言葉を探し突き止め、詩として言語化する詩人が、その詩を書く手に持つ武器である。 「私たちが聞き取っていた時には眠っていた言葉」とは逆説的表現だが、この時耳を澄ませていた詩人に聞こえていたのは言葉にならない
「沈黙」であったろう。ツェランにとって言葉とは、ハイデガーの「言葉とは存在の家であ
る
）（（
（
」をもじっていうなら
「沈黙の家 。その沈黙が今言語化され「雄弁になっていく」のである。 「秋」はツェランにとって、父母がＳＳに殺され 季節であり、時が傾いていく季節であり、終末論的な意味で 秋さえ示すものであった。ヘーゲル倣っていうなら、 「ミネルバの梟は夕方になって羽搏く」のであ 。言葉が永遠という無時間の中に定位される。
ここで「忘却のケシ」とひとまず訳した部分がある。忘却のケシとは一体何なのか？
　
ケシ自体が忘却の象徴であ
るのか。忘却の淵 沈んでいたケシが再び今いわば「活性化」 たのか？
ケシ自体を忘却の象徴と取り、 「ケシと記憶」を「忘却と記憶」として明快に対比させる考えがある。詩を理解す
るための一つの補助線である。
記憶があればそれは言語化される可能性がある。忘却されればその可能性はなくなる。意識の覚醒状態で 記憶
に対して、詩「ケシ」にあるような、夢見る眠り 覚醒状態とは えないであろう。言語化することが生きていることであるとし ら、言語化できない状態は象徴的な「死」とさえ える。
忘却と記憶を、一対の対立するものととらえ こと それは常に忘却に晒されている経験、過去、つまりは歴史を
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九三
言葉として掬い上げる戦いを、詩作の大切な働きとみなすことでもある。
しかし忘却は記憶の裏面であり、沈黙として現象しながら、言語の故郷、言語を生み出す母ともなり得る存在であ
る。忘却と記憶の間に、固定された境界線がないことは押さえておかねばならない。詩集『ケシと記憶』のなかの詩「コロナ」にあるように、 「私たち（私と恋人）は、ケシと記憶のように愛し合っている
）（1
（
」のだ。
第四章
　
詩集の構成
【詩集第一部のタイトル「骨壺からの砂」 】詩集は四部構成となっている。第一部が、 「骨壺からの砂」 第二部が「死のフーガ」 、第三部が「逆光」 、第四部が
「夜の茎」である。
第一部のタイトル「骨壺からの砂」は、すなわちウィーンで刊行し破棄した詩集の名前と同一であり、また同一の
名を持つ詩が第一部には存在している。
骨壺からの砂
忘却の家はカビの緑色をしている。風に揺らいでいるど 門の前でも、おまえの首をはねられた辻音楽師が青味を帯びている。
九四
膿んだ足の指で彼は砂におまえの眉を描く。実際そうであったよりも長く描き、そしてお前の赤い唇を描く。おまえはここ 骨壺を満たしそしてお前 心の食事とする
）（（
（
。
「骨壺」というからには当然そこには壺に収められるべき死者たちの存在が前提とされている。 「死」がすでに姿を現している。骨壺に収められるものはもちろん死者の灰であり骨である。しかし骨壺には、入るべき骨や灰ではなく、砂が入っている。砂のイメージから 、砂時計が連想され、 「流れゆく時」のイメージが重なる。また砂は数えられぬほどに無数にあり、人間集団のイメージが重なる。 「砂の民」はユダヤ民族の呼称でもあった。「辻音楽師」とひとまず訳した
Spielm
ann
にはまた、 「中世の吟遊詩人」という意味も含まれている。詩人自身の自
画像でもあるのか。首をはねられた楽師の姿はシュ ルなイメージであるが どこか哀しみが漂っている。認識機能が正常に働かない であるから描くものが不正確になる 当然であろう。 「実際そうであったよりも長く描く」のである。「おまえ」と「楽師」の関係が明確ではないが、 「楽師」は「お前」の前に現れている姿である。注意を引くのは、風に揺れる戸 、複数 あることだ そのどの門の前でも「楽師」が太鼓を敲いているのである。忘却されて長い時が立っているがゆえにカビ 一面に覆われている家、そ 忘却 家 中に入る可能性のあ 入り口すべての前で。そしてそこで骨壺から出てきた砂の中にお前を描きとろうというのである。忘却の家、そしてその家の門前で「描こう」としている「楽師」 、それらの形象を前にしているまさにここで、お
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
九五
前は骨壺を満たしお前の心におまえが生きるにあたって必要な食料を与えるのだ。
つまり第一部のタイトルは、忘却から呼び覚ますべきもの、骨壺から出てきた砂、また詩人が詩を書くにあたって
心が何を必要としたのか、を指示するものとなっているといえよう。
この詩にあっては、伝統的な語彙、家、門、砂、心などが現れ、それぞれその言葉の背後に控えている伝統的なイ
メージが、語彙に広がりをあたえている。そこにいきなり「首はねられ 楽師」というようなシュールなイメージが飛び込んでくる。断絶した質、違和感を与えるも だ。 「首はねられた者」のイメージはまた殺害と流血を連想させる。にもかかわらず「首な の楽師が太鼓 敲く」イメージには一種の「おかしみ」さえ漂う。
そして、カビの緑、青みを帯びる楽師、こけ、恥毛 膿を持った足指、唇の赤などが、前述した様々なイメージと
はまた別に、直接的に感覚に訴える言葉として加わる。
このように質の異なる表現を重ね合わせ ことで つ 詩の多層性が生まれている。とりわけ「膿」や「恥毛」 ど生理的に嫌悪感を与えるようなイメージを用いざるを得 いところに、ツェラン
詩の特徴がある。膿や、癩のイメージは後のツェランの詩にも出てく 激しく排斥され差別され嫌悪さ 「ユダヤ人」 、ないし人間のもつその排斥・差別・嫌悪そのものを象徴している語彙と言えるのかどうか。 詩人は文学におけるユダヤ人である。ユダヤ人とな こと、それは私 とっては を理解する道であ よう 思える
）（（
（
」とそうツェラ
ンは記していた。
九六
【第二部「死のフーガ」 】第二部「死のフーガ」は、 「死のフーガ」一篇で独立した章となっている。すでに記したように、この詩はおそら
くチェルノヴィッツ時代に書き始められ、ブカレストで完成されている。この詩についてはすでに詳しく論じているとおりであるが、明白にドイツとユダヤが、強制絶滅収容所というショアの現場 中で、対照的に示され、ショアの現実の一端が、音楽的リズムと構成をもって示されている。ツェランはこの詩に自信があった。事実ツェランを有名にしたのもこの詩であった。ツェランはこの詩を、墓を持たぬ「殺された母のため 墓碑銘である」と語っている。長い詩である はいえ この一篇だけで独立した章とするにつ ては、この詩にそれだけの重さが ったものと見なければ けない。
ではその重さとは何か？
　
それは歴史におけるショアという現実であり、そのショアを記憶することであろう。そ
のショアをもたらしたヨーロッパ、とりわけドイ における反ユダヤ主義に表されている人間 底知れなさ、キリスト教的コンテクストで言うなら「人間の罪」ないし「悪」という のが ショアの基底にあ 。【第三部「逆光」 】第三部は「逆光」と題されている。ドイツ語で
G
egenlicht 、即ち光が向こうからやって来ている状態であり、光に
向かって立っている人間からするなら、場合によっては光に抗 て立っている状態でもあり その光に向かって歩んでいる状態とも考えられる。
ツェランは詩集『ケシと記憶』の刊行前に、同じく「逆光」と題するアフォリズム集と、詩的散文「エドガー・
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九七
ジュネと、夢の夢」を書いていた。
その中に次のような一節がある。「どのようにしたら新しいもの純粋なものは生成するのだろうか？
　
精神の最も遠いところから言葉と形姿はやっ
て来るのかもしれない 形象や身振りは、あるいは夢のようにベールをかけられ、また夢のようにベールを剥がされるのかもしれない、そしてそれらのものが、荒れ狂う流れ 中で互いに出会い、そして驚くべきものの火花が生まれる時、そこで見知らぬものが最も見知らぬものと婚姻をあげ、わたしは新しい光を目にするのだ。 」 「その光はしかし私の醒めた思考がもた すイメージの彼岸にあり、その光は日の光ではない」 。 「その光の中には様々な形姿がある、その形姿を認識するについては かつ 見たも を改めて認識する ではなく、生まれて初めてそれを見るようにして認識する だ
）（（
（
」 。
つまり「逆光」に晒されているものが受けている光は、自然の光ではなく何か特別な人工的な光であるということ
だ。詩集『ケシと記憶』の中 章のタイトルとして選ば た「逆光」もまたこの人工的 光と考えることが出来そうである ツェランの言う「累乗された現実世界」がここで ま 想起される。 そこから来る。
そしてまた次のような箇所も「エドガー・ジュネと夢の夢」にはあった。「しばしば私たちは不寝番になることを誓った──忍耐を知らない旗の熱 影 中で、普通とは異なった死の逆光
のなかで、厳かに誓われた我々 理性 祭壇の前で
）（（
（
」 。
ここで「普通とは異なった」と訳した原語は
frem
d 。 「異質であること」を示す形容詞で、例えば「外国の」とか
「異なった」 「見知らぬ」といった含意がある。尋常の死ではない「ショアの死」と考えることも可能であろう。
九八
その光に照らされて、詩人は「詩を書く自分の手を犠牲の生贄として捧げる場としてあらかじめ心に決めていたパ
リ」に向けて旅立つのである。これは第三部「逆光」の最初に置かれている「旅の途上にて」と題された詩の中に置かれていることばである。この詩はウィーンを後にしてパリに向かう時期に書かれたものだった。そして詩人はパリで「自分の眼の瞳の黒色を最も黒くする」覚悟でいる。ちなみにツェラン自身の眼の色は灰色、あるいは茶色と証明書類には記されている
）（（
（
。
旅の途上にて
塵をおまえの伴侶とし、パリのおまえの家をおまえの手を犠牲として捧げる場とし、おまえの瞳の黒色を最も黒くする、いまはその時だ。それは農夫の屋敷、そこに 心のために馬車が止っている。おまえの髪はたなびこうとしている、おまえが車を走らせる き──しかしそれは彼に禁じられているのだ。留まり手を振って る者たちはそれを知らない
）（（
（
。
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
九九
第三部冒頭の詩「旅の途上にて」に続くのは、詩「エジプトにて」である。エジプトはもちろん、旧約時代のユダ
ヤ民族が囚われていた異国の地である。すなわちウィーンから出発し、その旅の目的地としたパリは、ユダヤ人ツェランにとって異国の地であった。詩「エジプトにて」の中には、 「おまえは、ルートとミリアムとノエミに言うがよい、見よ私はこの 女の許で眠っていると
）（（
（
」という詩句がみられる。ルート、ミリアム、ノエミいずれも旧約聖
書に出てくるユダヤ人女性 名前である 異国の地で異国の女性と寝ることになるだろうことが告げられているのだ。
この詩は実際にはウィーンで書かれ、 「フランスの思い出 や「心と脳髄から」と同じくバッハマンに捧げられた
ものである しかし第二部冒頭の詩「旅 途上にて」に続 て意識的 二番目に置かれてい こと また自身が向かうパリを旧約のエジプトの地と重ね合わせ、わざわざユダヤ人女性たちに向かって、これ の自分の運命を告げていることなどから見ても、自分がディアスポラの流浪する という自意識を示すものである 解することが出来よう。
なおアフォリズム集『逆光』にはツェランらしい逆説に満ちた面白いものがある。「騙されてはいけない──今ランプで照らしたから明るくなったのではない──そうではなく光をあてられた周囲
の闇が深くなったから明るくなったように見えるのだ」「彼は重力の法則を説 た、それを証明するのに証明をもってした、しかし誰も耳を貸さなかった。そこで彼は空
一〇〇
中に身を浮かべそこからこの法則を説いた──すると彼らは彼の言うことを信じた、しかし彼が空中から二度と戻らなかった時、それを不思議に思うものは誰もいなかったのである
）（（
（
」
最初のアフォリズムは、ツェランの詩に特徴的な「夜」や「闇」 、 「暗さ」などの果たしている逆説的な機能を即座
に想起させるものである。
後のアフォリズムは、いわば詩人の一般人に対する関係、あるいは詩人存在の 哀しみ」ないし「滑稽さ」を表わ
すものであるかのようだ。【第四部「夜の茎」 】そして最後の第四部は、 「夜の茎」と題されている。最初に置かれた詩は、 「眠りと食事」である。
眠りと食事
夜の吐く息はおまえの敷布となり、闇がおまえに向かって伸びてくる。闇はおまえのくるぶしそしてこめかみに触れ、闇はおまえを生と眠りに向かって目覚めさせる、闇は言葉の中に、望みの中に、思いの中に おまえを感じ取る、
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一〇一
闇はそれらの誰とでも寝て、おまえをおびき出す。闇はおまえの睫毛をくしけずり塩を梳きだし、そしてそれをおまえのために食卓に供する、闇はおまえの過ぎゆく時間から耳を澄ませて砂の音を聞き取り、そして砂をおまえの前に置く。そして闇は、バラの花としてあったもの 影と水とをいまおまえに注ぐのだ
）（（
（
。
闇に触れるぞくっとするような生々しい感覚が喚起される。闇はしかしアフォリズム「逆光」によれば実は「光」
なのかもしれない。その闇は「おまえ」を覚醒させる力を持ち、様々な場所にいる「おまえ」と触れ合うことが出来るのだ。
塩を梳きだすのであるから、睫毛は涙にぬれていたのであろう。涙の結晶である塩と砂とが食卓に供される。砂が
「心にとっての食事」であることは、すでに詩「骨壺からの砂」が記していた。眠りと食事は、いずれも人間が生きていく上で必要不可欠な のである
バラの花は肯定的形象として捉え ことが出来るだろう。伝統的には「愛」を象徴する。かつてバラの花として
あったものが、今形を変えて、影と水と り、おまえに注がれるのである。注がれた後どうなるのか、そこに一抹の可能性が生まれて るように見える。
夜や闇が、ツェ ンの詩作にとって大きな役割を果たすものであることが示されている。 「夜の時」が「生の時」
であることを、一九五一年二月五日付 フィッカー宛て手紙の中でツェランは述べていた
）（1
（
。
一〇二
ところで、 「夜の茎」という章名と直接関係を持つのは、この章の六番目に置かれた詩「心と脳髄から」である。
その初めの二連だけを次に記してみよう。
心と脳髄から
夜の茎が伸びてくる、そして死神の大鎌によって話されていた一つの言葉が、その茎を生 方向へと向け 。茎と同じく沈黙のうちにぼくたちは世界 方に向かって吹き流され いく──ぼくたちのまなざしは、慰めを得るために交わされ前に手探りで進んで行き、ぼくたちのまなざしが互いに近づくようにと暗さのうちに合図を送っ よこす
）（（
（
。
無音の、あたり一面静寂が領している夜の空間である。脳髄は記憶を留めている器官であり、その灰白色の脳髄か
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一〇三
ら茎が伸びてくる。心はもちろん人間の情念や感情、感性を司っている。その心と脳髄とから茎が伸びてくるのである。心を「心臓」と訳出するなら、生理的印象がより強まるであろう。茎は白色、色彩があるとしても、わずかに緑ないし黄緑 帯びた色ではないか。浜口陽三や長谷川潔の細密なエッチングが連想される。
死神は大鎌を持っている。鎌が一振りされ死がもたらされる。あらかじめ「死」が入り込んでいる「言葉」が、逆
説的ではあるが茎を「生」の方向へと導くのである。
この詩で表されている「夜の茎」のイメージは、明確に「いのち」を示し、そしてその「いのち」により突き動か
されて、私たち 「世界」へ向かう であ【亡き母とともに】「夜の茎」の章の二番目に、詩「旅の伴侶」がある。
旅の伴侶
おまえの母の魂がおまえに先立って漂う。おまえの母 魂が、岩礁から岩礁へと、夜に船が廻航していくのを助ける。おまえの母 魂がおまえの前にいる鮫を鞭打ち追い払う。
一〇四
この言葉はおまえの母が後見する言葉。おまえ 母が後見する者が、石から石へと場を区切り、おまえの寝床として分かち与え、おまえと寝床を共にする。おまえの母が後見する者が、一かけらの光を取ろうとして身をかがめる
）（（
（
。
メッセージは明確である。詩人のこれからの人生において、今は亡き母がいわば詩人を護るものとして存在すると
いうことだ。詩の言葉の背後には母が存在している。
詩の形式も第一連が四行で、それぞれの行がピリオドで終わり、完結している。第二連も同じく四行でそれぞれ完
結している。詩の形も明快だ。
ツェランにとって母の存在がいかに大きいものだった かを直截に示す詩である。詩集『ケシと記憶』最終章の二
番目にこの詩が置かれた意味は大きい。明確に「いのち」へ「世界」へと舵を切って歩む詩人の詩の言葉の背後には常に亡き母がいるのである。詩人 これからの自分の人生を と共に歩んでいくのだと、そう宣言している。「寝床を共にする」ことから、母と詩人との近親相姦を連想する者もいる。しかしここで寝床を共にするのは「母が後見する者」であり、母自身な し母の魂ではない。近親相姦まで連想するのは飛躍があるだろう。そして最後に置かれた言葉、 「一かけらの光を取ろうとして」 。 「一かけら」の原語は
K
rum
e 。パン屑の細かなかけ
らを意味している。ツェランの愛好する言葉である。 「一 けら」はパン屑 あるから、詩人の精神の食糧である。
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一〇五
それが「光のかけら」なのだ。
その光を取ろうとしてこれから詩人は詩を書いていくであろう。第五章
　
詩集構成の明確な意志
戦後西ドイツの文学界に「四七年グループ」と呼ばれるものがあった。毎年会合を開き、そこに新人文学者を招待
して自作を朗読させ、優れた者に賞を与えた。戦後西ドイツ文学を牽引する力を持ったことが文学史上認められている。
ミーロ・ドーアやバッハマンなど 力添えがあり、一九五二年五月にハンブルク近 のニーンドルフで開かれた会
合にツェランも招かれ、自作を朗読すること なった。ウィーンで詩集を刊行し、ドイツ語文壇に一歩を印そうとした試みが潰えたことはすでに記したとおりである。そのツェランにとって今度こそは自分の詩を広く認めさせドイツ文壇に打って出る格好の機会となるはずだった。心中期するところは大きかったに違いない。詩集『ケシと記憶』刊行以前のことである。
その会合でツェランが朗読した詩は、 「荒野で歌える歌」 、 「死のフーガ」 、 「エジプトにて」 、 「眠りと食事」 して
「アーモンドの実を数えよ」だった。
「荒野で歌える歌」は、第一部「骨壺からの砂」の初めに置かれた詩であり、第二部「死のフーガ」は「早朝の黒いミルク」という句から始まる通称「死のフーガ」と呼ばれる一つの詩であ して「エジプトに 」は第三部
一〇六
「逆光」の二番目に置かれた詩であり、 「眠りと食事」は第四部「夜の茎」の冒頭の詩、 「アーモンドの実を数えよ」は同じく第四部末尾、即ち詩集の最後に置かれた詩である。
詩集『ケシと記憶』の冒頭の詩と、最後の詩、そして中核をなす「死のフーガ」を意識的に選ぶことで詩集の骨格
を示している。加えて第三部と第四部の初めと終わりに位置する詩を選ぶことで、この二つの章を素描している。
この年五二年の年末に詩集『ケシと記憶』は刊行されており、出版社に詩集原稿が届いたのは六月三〇日である。
「四七年グループ」の会合は五月 三日だった。この間一ヶ月ほどしかない。会合の時点ですでに詩集『ケシと記憶』の構成は確定していたものとみなしてよいであろう。【詩集冒頭の詩「荒野で歌える歌」 】詩集『ケシと記憶』の冒頭には次のような詩が置かれていた。
荒野で歌える歌
一つの冠がアクラ近郊の黒ずんだ葉で編まれた──そこでぼくは黒馬の首をめぐらし剣を死に向けて突き出した。またぼくは木 皿からアクラの泉の灰を飲んだそして面頬を下げ天の廃墟に向かって進んだのだ。
パウル・ツェラン（五）

一〇七
なぜならいま天使たちは死んでおりかつてアクラ近郊で主は盲いてしまわれたのだから、しかもこの地で死んだ者たちを眠りの中で世話せよとぼくに要求する者はいま誰もいない。アクラ近郊の小さな花、月は剣で打ち砕かれてしまった──錆びた指輪をはめた手が茨と競い合いながらいま花咲いている。だから最後にはぼくは彼らに口づけをする めに身を がめなければならなくなるだろう、もしいま彼らがアクラで祈っているのなら……おお、夜の甲冑の何と粗末だった とか、留め金の間からいまなお血が滲み出ている！だからぼくは彼らに対して微笑む兄弟、アクラの鉄のケルビムになったのだ。だからぼくはいまもなお名前を口に出し頬に炎を感じてい のだ
）（（
（
。
アクラは古代ローマ帝国とユダヤ王国とのあいだの戦争で滅ぼされたユダヤ王国の都エルサレムにあった要塞名で
ある。ヨセフスの『ユダヤ戦記』には、ローマ兵によるエルサレム放火、略奪、虐殺、破壊の様子が描かれている。
この戦いが第二次世界大戦時のショアと重なり合って る。詩は絶えず過去と現在の間を行きかっている。 「荒野」
は文字通り荒野であるが、現代という荒野でもある。
中世の戦士 イメージを借りて、頬になお滲む血と炎を感じながら、死者たちの名前を記憶し、そ 名前を口に出
す詩人の姿が描かれている。中世 騎士が現れたのは、ツェランがチェルノヴィッツ時代に一時中世文学に関心を示
一〇八
したことと関係するのかもしれない。詩人が戦士の姿と重なっている。
詩の形式も音韻を踏んだ古典的なものである。ケルビムは天使的な存在であり、守護の機能を持つ者として聖書の中で描かれている。創世記第三章二四節には
「こうしてアダムを追放し、命の木に至る道を守るために、エデンの園の東にケルビムと、きらめく剣の炎を置かれた
）（（
（
」とある。「主は盲いてしまわれたのだから」という表現からは、なぜ主は護ってくれなかったのか、という問いかけが聞こ
え、 「天使たちは死んでいる」 「天の廃墟」という表現からは神を冒涜する響きが聞こえてくる。 「天」は既に存在しないのだ。あるのはただ「廃墟」だけである。これは現代の荒野の状況 表わ 表現でもあろう。「死」や「黒ずんだ葉」 「泉の灰」など冒頭から詩には死が溢れている。「もし彼らがいま祈っているのなら」最後には彼 と口づけをしなけ ば らなくなる、と書かれているのが注意をひく。 「彼ら」がアクラで死んだ者たちを指すの れば、いまもなお祈っている死者たち 名を明らかにし、死者たちを悼む行為が「口づけ」ということになるだろう。ドイツ語で書かれたこの詩を読む者はもちろんドイツ語を母語とする者たちだ。その者たちに向けてツェランはま
ずこの詩を詩集冒頭に置いたのである。アクラがどこか即座に判断できる者は殆どいないだろう。エルサレムの滅亡とショアを関連づけて、ユダヤ人 運命に思いを巡らす者も僅か ろう。ツェラン あえてこの難解さの中に、こ詩を包み込んでいる。しかしこの詩を詩集冒頭に置くことで、詩集全体を貫く骨格を提示している であ 。
そして詩集中央には、殺された母の墓碑銘でもある「死のフーガ」が置かれているのだ。つい先日起きたばかりの
パウル・ツェラン（五）

一〇九
歴史、ショアを記憶せよ、ショアとまっすぐに向かい合え、と。【締めくくりとして詩集最後に置かれた詩】詩集末尾に置かれた詩は「アーモンドの実を数えよ」であった。
アーモンドの実を数えよ、数えよ、苦かったものそしておまえを目覚めさせていたものを、私をその中に数え入れよ──私はおまえの眼を探していた、おまえが目を見開きそして誰もおまえを見ていなかった時に、私はあの秘密の糸を紡いでいたのだ、その糸を伝って、おまえが思っ 露が、甕のところまで滑り落ちていったのだ、その を誰 心にも存在しなかった一つの呪文がい 護っ いる。そこで初めておまえはお え ものである名前 中に完全に入り込んだのだ、確かな足取りでおまえはおまえの許に悠然として歩い 行
一一〇
鐘を打ち鳴らす槌がおまえの沈黙という鐘架の中で自由に打ち振られ、聞き取られたものがおまえと合流し、死んだものがおまえを腕で抱きしめた、そしておまえたちは三人で夕暮れの中を歩んで行ったのだ。私を苦くせよ。私をアーモンドの実の中に数え入れよ
）（（
（
。
アーモンドの実は苦く、 「おまえ」を覚醒させるものである。詩人は、自分をそのアーモンドの実とせよ、と「お
まえ」に命じている。 「おまえ」は詩人内面にいる「おまえ」であり、 「自分」を見つめる眼であり、 「自分」を対象化する力である。
二連目以降三連目までは、詩人内面の言葉をめぐる風景である。糸（
Faden ）や、糸に沿って下っていく露、また
その露が下っていく先にある甕のイメージが描かれている。糸や甕のイメージはツェランの詩にとって馴染み深いものだ。いま「おまえ」は、 「おまえ」のものである「名前」に、初めて全面的に入り込むこと、即ち一体化することが出来たのである。あ もの 名を与え「言葉」として発語すること、即ちものを定義することが出来た、ということだ。
だから「おまえ」は確かな足取りで、悠然と歩くことが出来る。
パウル・ツェラン（五）

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「沈黙という鐘架のなかで」鐘が撞かれ、その鐘の音を聞き取る、という表現はいかにもツェランらしい。鐘は音を立てているのか、沈黙しているのか？
　
沈黙しているその沈黙を聞き取っているのか？
　「ことば」よりも「沈黙」
がむしろツェランにとって主題であ とも見え、また言語化されることの困難さを表わしているとも見える表現である。
夕暮れの中を歩いていく三人とは、 「おまえ」と、聞き取られた「沈黙」と、人と物と双方を含む「死んだもの」
である。即ち詩人はこれ以後、沈黙と死者ないし死んだ物たちと共に歩んでいくことが告げられている。その道は「私を苦く」せざるをえない、快い道ではありえないことがあらかじめここで示され、その苦いアーモンドの実の中に自分を数え入れよ、と詩人の覚悟を鮮明に表明しているのだ。詩集最後に置かれるべき詩であることが理解できるだろう。
詩の第二連第三連には、言葉をめぐる内面の風景が描かれている。その背景にあるのは、詩人の言語論的反省であ
り、反省意識そのもの 自分 拠って立つ言葉 対し 、素朴な信頼を置けず、激しい懐疑を向けざるを得ない詩人のありようが示されてい
この意識はやがて鮮明に問題化されていき、次の詩集『敷居から敷居へ』以降の詩人の展開に繋がっていく。詩論
ないし認識論に焦点を合わせていくかのような転回をあらかじめ示している部分 言えよう。その意味でも詩集『ケシと記憶』末尾に置かれる にふさわしい詩である。
ツェランはドイツ文学を愛し いた。そのドイツ文学を生み出してきたドイツ民族がナチを支持し ショアをも
らし、ツェランの父母を殺した。その衝撃は深かったはずである。詩人としてしかし母語である殺人者の言葉で詩作
一一二
するしかなかった彼はドイツ語で書いた。ツェランのドイツ語に向かい合う態度は矛盾したものとならざるを得ない。ドイツ語に対する素朴な信頼からは遠く、言葉は最初から懐疑に晒され罅割れていたであろう。
またツェランが生きた時代のヨーロッパ地方の精神史的思想的状況は、ニーチェのいう「能動的ニヒリズム」の只
中にあった 確たるキリスト教信仰に安住できな 多数の人々の模索の流れの中に、即ち解体に向かう時代精神の中に、ツェランもまたあった。
カフカと同様分析的知性、分析的視点の過重に苦しんでいるように見えるツェランが、言語論にこだわり、言語に
対して懐疑を向けていくのは自然に思える。ハイデガーの言語論を精読していくツェラン 姿がそこにはある。【安らぎを感じられる詩】詩「荒野で歌える歌」は、詩人が旧約のユダヤ人の歴史と重ね合わせながら、第二次世界大戦のショアという歴史
的現実を経た戦後の只中に立っている自分が、これ らどのように詩を書いていこうとするのか、そ 姿勢を示していた。
第一部「骨壺からの砂」からは、詩人の第二次世界大戦体験がその姿を覗かせており、忘却から呼び覚ますべき記
憶が示されている。第二部「死 フーガ」は、人間が向かい合い記憶すべきものとして ショア ユダヤとドイツを対比的に示しながら、文字通り収容所をテーマとし 斬新な表現で示してい 。第三部「逆光」及び第四部「夜の茎」では、詩空間に溢れ 逆光のなかで、詩作 よ 現実の生を生きていく覚悟が示され、やが 沈黙から が結晶化していく過程に詩人の関心の焦点が結ばれ いくであろうこと 予想されて終わっている。
パウル・ツェラン（五）

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先に筆者はツェランの「捨てていく力の激しさ」について述べた。何をもって「詩」とするか、その基準が、ある
いは自分の詩の課題が、当時のツェランにとっては明らかになっていたのではないか、その故にその基準や課題に合わな 詩を捨てた ではないかと。
ツェランは第二次世界大戦の経験から受けた傷を、初期詩編の多くがそうであるように、内面的な痛みとしてだけ
表現することからは、意識的に身をもぎ離したのではないだろうか。ユダヤ人として 自己を自覚し、ユダヤ人迫害という歴史的現実を記憶し、民族差別と う偏見を目の前 引き据えながら、いわゆる「アウシュビッツ以後の詩」を書き続けることを自己の詩の課題としたように見える。詩集『ケシと記憶』 ら浮かび上がってくる骨格である。ツェランはエーリヒ・フリートに対して「迫害を受けた者のそ 迫害の輪郭を彫り刻むことが自分の詩の課題である」と語った
）（（
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。
このような骨格を持った詩集『ケシと記憶』の中で、筆者が「安らぎ」ないし「安堵」を感じた詩 ある。一つは詩「堅固な城塞」である。
堅固な城塞
ぼくは知っている、あらゆる家の中で最も夕暮れている家を──一つのおまえの眼よりももっと深い眼がそこで見張りをしている。
一一四
砦の頂からは大きな痛みの旗が翻っている──その緑 旗──お前は知らない、それを実はおまえ自身が織り上げたことを。それはひどく高くたなびいている、まるでお前が織り上げたものではないかのように。おまえが別れを告げてきた言葉が まお えを門の前で歓迎する、そしてそこでおまえに触れ もの、茎と心と花とが、とうに砦の客となっていて、もう二度とおまえに触れること ない。しかしその家 中でおまえが鏡の前に歩み出る 、そのとき鏡の中には三つのも 、すなわち花 心、茎がいておまえを見つめてくる。そしてあのおまえ 眼よりも深い眼 そこにあり、それがおまえの眼 飲み干す
）（（
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のだ。
言葉として定着しようとする詩人の営みが、定着し終えた、という詩人の自覚がないままに、すでに成就されてい
る。詩人が願っていることが現実化している。砦は言葉の砦、詩そのものである。そのユートピアを夢想することを、今ツェランは自分に許している。どこかほっとする由縁である。
なお、最も夕暮れている、と訳した原語は
abendlichste
である。
A
bendland
すなわちヨーロッパと重ね合わせて考
えるならば 最もヨーロッパ的な、ということになる。ヨーロッパの伝統の最後に位置す 者、ヨーロッパの文学伝統のおおよそに通暁している者、と うツェランの自意識をここに読む込むことも可能かもしれない。何しろツェランは七か国語の詩 読む人であったのだから。
パウル・ツェラン（五）

一一五
そしてもう一つの詩、それは最終章「夜の茎」にある「波の砕け散る岩礁」である。海はツェランが愛好する形象
であり、詩集『ケシと記憶』以後の詩集にも頻出する形象である。
ロンドンには父の妹ベルタ・アンチェルが住んでいた。元来ウィーンに住んでいたのだが、ドイツのオーストリア
併合後、ロンドンに亡命したのである。彼女はツェランを愛し、ツェランは彼女を、つまり「ベルタおばさん」を慕い甘えていた。パリとロンドン往復の途上書かれた詩がこの「波の砕け散る岩礁」であり、詩人が自身を励ましているように見えるの る。
波の砕け散る岩礁
時間よ、おまえは海岸の砂丘の上を羽ばたき飛んでいく。細かな砂からなる時が、ぼくの手の中で歌う──僕は時の許に横たわっている、ナイフを右手に持って。波よ、泡立つがいい！
　
魚よ、勇気を奮って姿を現すがいい！
水があるところ、人はまだなお生きることができる、もう一度、た え死と共にあろうとも 合唱のうちにこ 世界を歌いだすことが きるのだ、
一一六
もう一度、空ろな径からであろうとも、叫ぶことができるのだ──見よおまえたち、ぼくたちは救われたのだ、見よ、大地はぼくたちのものだった、見よ、いかにぼくたちが星を遮ってしまっていたのかを！
）（（
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第六章
　
時代に向かっての苛烈な表現
【詩「乱痴気騒ぎ」 】一方で当然のことながら時代に対する苛烈な表現を採っていると見える詩がある。例えば、第一部「骨壺からの
砂」に含まれる詩「乱痴気騒ぎ」がそれである。
乱痴気騒ぎ
瓶から夜など飲み干してしまえ誘惑が梁のように高々とそびえ立つ中では、敷居など歯で噛み砕いて まえ、朝がやって来るまで 癇癪玉を撒き終えてしまえ──死の碾き臼 あいつらがここ でやって来るには、 だ俺たちの めに苔が生えるぐらいの時間はあるさ、俺たち ところで、 自分のゆっくり回転する死の碾き臼のために、声の小さい穀物を見つけよ する
パウル・ツェラン（五）

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のさ……
毒を持ついくつもの空の下では他の何本もの茎たちはおそらくもっと黄灰色をしている、夢だってまだこことは違った風に鋳られている さ、俺たちが快楽のために賽を振っ こことは違って、闇の中で忘却と奇跡とが交換されているこことは違ってここじゃすべてが一時間しか持たず俺たちに豪勢に飲み食いされては吐き出されるだけさ、光り輝く櫃 窓の貪欲な水の中に投げ入れられるのさ──通りは人間ではち切れそうだ、雲を讃えようとして！さあお前たち外套に身をくるみ俺と 緒に食卓に上が ──高坏の置かれ 中では眠るにはなお立っている あるまい？あの緩やかに回転する死の碾き臼以外の誰に向かってなお俺たちは夢を飲み干すというのだ？
）（（
（
「乱痴気騒ぎ」と訳した原語は
G
astm
ahl 、ペトロニウスの『サテュリコン』に描かれた「饗宴」のイメージを表す
言葉であるが、全篇に溢れかえる享楽と頽廃のイメージからあえて「乱痴気騒ぎ」と訳してみた。
やがてやって来る遁れられぬ死の碾き臼に追い詰められた人間の、飲み食いに走り、飽食し、賭け事に耽る絶望的
一一八
で刹那的な享楽。それは同時に現実世界のどうしようもない束縛を、一瞬であれ、すべて破壊したいという爆発的な感情の表現でもある「死の碾き臼」とは、アウシュヴィッツ、トレブリンカなどの絶滅収容所を表わす言葉であり、この詩を理解するためのキーワードと言っていい。 「雲」が、詩「死のフーガ」の「煙」や「雲」と同一のもの なわち死体焼却場の煙突から出る「煙」や、それが空に広がり「雲」と見えるものと同一のものを指すと解するなら、 「はち切れそうな人間たちが雲を讃える いうのは、どす黒く捻じれたグロテスク極まりない表現である。「死の碾き臼」がアウシュヴィッツやトレブリンカを指す語彙であることは、ツェラン自らが大学教授であり文芸批評家であったヴァルター・イェンス宛の手紙で明かしている
）（1
（
。
また一九四六年にはドイツやオーストリアの米軍占領下で、 『死の碾き臼』という強制収容所を主題としたドキュ
メンタリー映画が上映されていたことが知られている
）（（
（
。
しかしこの語彙が何を示すのか知らぬ者にとっては、この詩は理解不能であろう。またこの詩を理解するために、
ツェランが手紙で何を書いてい か、こ 詩が書かれて た時代に のような映画が上映されていたかまでを知らなければならないとしたら、それは詩 読者に対して法外な要求をして ることに 。ツェランの詩の難解さの一因である。
詩の末尾では、 「 （いま だ）なお立っているしかあるまい」と書かれ、また「 （いままだ）なお死の碾き臼以外誰
に向かって夢を飲み干すと うのだ」と かれている。ショアの状況が根本的に何も変わらな まま現在に続いるということだ。こ は恐ろし 言明 あると言わねばならない。悪と痴愚に満ちた人間世界を見切ったかのような
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
一一九
ボッシュの絵画世界が想起される。
水上藤悦は、優れて鋭い論文の中で、次のような指摘をしている。第一連の「耕し」 「種を蒔き」植物が生育し、
穀物を収穫するという一連の農作業のサイクルが、絶滅収容所の死体を「生産する」サイクルと重ね合わされ、ここで全く相対立する生 死の生産過程が逆説的に結びつけられていること。
そしてまた「碾き臼」 キリスト教の伝統的な宗教的表象であり、 「生命」すなわちキリストの聖体 生み出す
穀物を碾くものであるが、この詩ではそれ 「生命」を碾き潰す殺人機械の表象として使われており、本来相対立するものを近接するものとして結びつけてしまう過激な逆説的表現となっていること。
また「誘惑」や「奇跡」また「穀物」などほかにも聖書に由来する宗教的 語彙が多用されていることから、第三
連の「テーブル」 「神の食卓」と解し、 「神 高坏を受け、そ 飲み干 ことは、自らに与えられた苦悩を受け取る」と解す のが適当であ こと。
以上水上論文の要旨を紹介した
）（（
（
。第三連の解釈は筆者と異なっているが、しかし詩全体にわたってツェランに見ら
れる「逆説的表現」を鋭く抉り出すも となってい 。
この詩を のように解してみても かしなお 光り輝く櫃」とか「貪欲な水 に」など筆者が理解不能な表現
が残ったままである。フィッカ 言うツェラン 詩にみられ 「輪郭のぼやけた姿」 「見極め難さ」に照応するものであると考え のは筆者の虫のよい解釈であろうか。フィッカーは次 ように記していた。 「あなたの詩 おけ独自なものが、詩が書かれねばならなかったその時々の理由を示 ながら、これ程にも冷静沈着に、しかしど か輪郭のぼやけた姿を って、最終的には見極め難いも の中へと流れ込んで行く を見るのは、心をとらえてやまぬ瞬
一二〇
間なのです
）（（
（
」と。
【詩「世界の終わりに、夜の奥深くで」 】詩「乱痴気騒ぎ」と同様に第一部に含まれる詩「世界の終わりに、夜の奥深くで」もまた苛烈な詩である。
世界の終わりに、夜の奥深くで
金ぴかの演説のように悪意に満ちてこの夜が始まる。俺たちは食べる沈黙している者たちのリンゴを。俺たちはしで す、人が星にまかせ がるようなことを──俺たちは立っている俺たち 菩提樹の秋の中に沈思する旗の赤い色となって、南方からの炎燃え立つ客として。俺たちは誓う新しいキリストにかけて、塵を塵に娶らせる と 、鳥たちを渡り鳥の足と娶らせるこ を、俺たちの心 水の中 梯子に娶らせ ことを俺たちは誓うこの世界に向かって砂の聖なる誓いを俺たちは喜んでそれ 誓う、
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一二一
俺たちはそれを大声で誓う夢見ぬ眠りの屋根の上からそして振りまわすのだ時代の白い髪の毛を……あいつらは叫ぶ──おまえたちは神を冒瀆していると！俺たちはそんなことはとうに承知している。俺たちはそんなことは うに承知している、でそれがどうしたというのだ？おまえ 死の碾き臼の中で碾く神が約束した白い粉を、おまえたちはそれを置く俺たちの兄弟や姉妹の前に──俺たちは振りまわすのだ時代 白 髪 毛を。あいつらは俺たちに警告を発する──おまえ 神を冒瀆 と！俺たちはそんなこと よくわかっている、俺たちの上に罪が下るのなら下るがいい。あらゆる警告の印とともに俺たちの上に罪が下 のなら下るがいい、鳴り響く海がやってくるの らやって 、
一二二
反転する強烈な突風が吹くのなら吹くがいい、真夜中のような昼が来るのなら来るがいい、起こるがいい、かつてまだ一度も起こらなかったようなことが！あの墓から一人の男が甦ってみるがいい
）（（
（
。
この詩にもまた「死の碾き臼」が出てくる。 「あいつら」と「おまえたち」が、 「俺たち」と対立し向かい合ってい
る。 「あいつら」はすなわち「おまえたち」である。 「おまえたち」は「死の碾き臼」を碾く者たちであり、 「俺たち」が「神を冒瀆している」と警告を発している。 「あいつら」あるいは「おまえたち」はショア 引き起こしたキリスト教ヨーロッパの側に 者たちであると解す ことができるだろう。
そのキリスト教の伝統の中にいる者たちに対して、 「死の碾き臼」に挽かれた側の「俺たち」が激烈な挑発を行っ
ている。瀆神論そのものであり、新しいキリストまで呼び出し、キリストを否定している。キリスト教徒が到底受け入れられないほどの激しさを持っ と言えよう。それはユダヤ人ツェランのショアなるものを引き起こしてしまったキリスト教ヨーロッパに対する根底的な拒否 り、ヨーロッパに 教が入っ きてからのヨーロッパ全体を覆し、新た ヨーロッパを要求 ラディカル極まりないものだ
この詩は、詩集『骨壺からの砂』のなかでは、 「デウカリオンとピュラ」というタイトルが付けられていた。ギリ
シャ神話における洪水神話に登場する一組の夫婦であり、箱舟を作るこ 洪水後生き残った、たった一組の人間で
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
一二三
ある。人類の悪行と思い上がりを見て、ゼウスは人間を滅ばしたが、大洪水の後この二人が新しい人間を創造していくのである。いわばこの世の終末とでもいうべき事態が存在したことになる。ドイツ語原語で、
spät und tief 文字通
り訳すなら「遅くそして深く」となる詩の題名を、 「世界の終末に、夜の奥深くで」と訳した由縁である。ここでは大洪水と第二次世界大戦が重ねあわされている。
最終行はイエスの甦り、復活というキリスト教の核心に対する挑発となっている。ドイツ語原語の接続法第一式の
要求を反語にまで解するなら「甦るなら甦るがいい、 きるものならやってみろ」となる。逐語訳なら「一人の人間があの墓から出てくるがいい」となる。出て （甦 ） は、キリストではなく、一人 人間である。
なお草稿では「赤いカーネーションを持った人間よ出でよ」となっており、赤いカーネーションを社会主義を象徴
するものと考え、神に代わ 人間 力による人間中心の社会となれ、との希求を示すも である 解する者もいる。
第七章
　
恋愛詩――エロスの充溢
詩集『ケシと記憶』にはエロスを巡る表現が充溢している。ブカレストでエロスを解放したか 見え ツェランに
とって、詩の中にエロスに関する表現が溢れてくるのは自然 ことであろう。
以下男女の関わりを描く二篇を取り上げ、詩集『ケシと記憶』論 最後としたい。
一二四
【詩集におけるエーリカ・ジュネの存在】これまで詩集『ケシと記憶』におけるエーリカ・ジュネの存在がクローズアップされることはなかった。せいぜい
エドガー・ジュネの妻として認識されてきたに過ぎない。しかし、一九五〇年一〇月一六日付けの、ウィーンの親友クラウス・デームス宛てのツェランの書簡を読むと
）（（
（
、二人の関係がただならぬものであることが推察される。筆者は
ツェランがエーリカを妊娠させたのではないかとすら疑っている 一九五〇年ごろからジュネ夫妻はパリに滞在することがあったのだ。その間にツェランがエーリカと会う機会はあったであろう。
一九四八年ウィーンでツェランは、インゲボルク・バッハマンの心をとらえ、恋愛関係に陥っていた。バッハマン
は後にツェランと同様、 イツ語文壇の中で詩人として名を高めてい た人である。以前から噂されていたその関係が広く公 なるのは、二人 間に交わされた書簡集 二人 死後二〇〇八年に公刊されてからである。二人の関係は断続しまた質を変えな ら続いていく。戦後ドイツ文学界の大きな話題となった二 の有名詩人の恋愛の内容に立ち入る余裕は今 ない。それ また別 機会に譲りたい。
ツェランのパリ到着は 七月一三日であったが 八月一九日にはすでにエーリカ宛に「エーリカ、ぼくの
愛するエーリカ
）（（
（
」と始まる手紙を出している。五三年七月まで住むことになる安宿「ホテル・オルレアン」からだっ
た。ちなみに恐らくツェランにとって 唯一の親友、デ ムス宛てにパリから出した最初の手紙 四八年九月五日付であり、バッハマンに至っては、翌年四九年一月 六日付のも が最初である。他の誰よりもまず真 先にエーリカに手紙を出したと言えるのではないか。
一九五一年三月九日にはツェランは次のような手紙をエーリカ宛てに出している。
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一二五
「愛する人よ、ぼくがきみに手紙を出すのは、度量が大きいからでも善意からでもない！
　
君がぼくにとってこの
世におけるたった一人の人だからだ。ぼくの言葉を話すたった一人の人だからだ。ぼくと同じ向かい合い方で世界に向かい合っているたった一人の人だからだ。ぼくは君より一〇歳年下だ、でもぼくが生まれたときに君も生まれたのだ。時が君 そう定め のだ、ぼくをそう定めたように、ぼくはそれをひどく幸せなものと感じている
）（（
（
」 。
「同じ言葉を話すたった一 の人」という表現で筆者が即座に連想したのは、強制労働収容所からツェランが恋人ルートに宛てて送った一九四三年三月 九日付の次のような手紙の一節である。「ぼくたち二人は多くの点で違っているが、しかしひどく似た者同士なのだ。ルート ぼくの無限の憧憬を信じてほしい。ぼくたちは感情の僅かな揺れをも互いに感じ取っている しかし喜んでいるものは大体同じなのだよ。 （中略）これからの歳月、ぼくはず と君に従い、君が望む限りいつも君の傍ら いる。しばしば 憂鬱になる僕の心は希望に満ちている
）（（
（
」 。
自分と同じであること、それを相手に対する殺し文句にしている。恋人に対するほぼ同様の口説き方である。詩集『ケシと記憶』全五六編のうち、何らかの形でエーリカに関係する詩は一一篇にのぼる。この数の多さは注目
に値するものと言わねばならな【性的アナキズム？】ツェランは政治的にはアナキストを自称していた。古くはチェルノヴィッツ時代 、クロポトキンやランダウアー
一二六
を読み、ソ連軍が街を占領し市内に進駐してきたときに、感激のあまり「今やぼくはアナキストだ！」と叫んだという
）（（
（
。またいわゆる「パリ五月革命」のおりにはアナキストグループに共感を示していた
）（1
（
。
チェルノヴィッツ時代のツェランは、ルート 対するプラ ニックな愛を貫いていたがブカレスト時代になりそれ
が壊れ、女性との関係はいわば底が抜けた状態 なったのではないか。換言するならエロスが解放され、その解放された状態の中で生きることができる自分というものをツェランは発見したのではないか、それが筆者の持つ仮説である。政治的アナキズム もじって、こういった状態を性的アナキズムとひとまず名づけておきたい。たとえばバッハマンとエーリカとを同時に相手に出来る ともその一つの表れである。
一人の自由な人間としての自分、それだけがあらゆる価値判断の基準となっている。図式的 言うなら、宗教的規
範、人間集団の持つ規制、それらのも から 「切れて」いる。そ 時々の自分の感情や判断が最優先され、それを「正しい判断」と見なすことができる自己合理化・自己正当化の論理構造が意識内部にある。その時々の自分の感情や判断に従うことを誠実と考える人間は、おそらく「継続す こと」その あまり重い意味を見出さないであろう。
とりわけ感覚が大きな役割を果たす性の領域においては、元来アナーキーな性が自然なあり様 のかもしれない。
非現実の空想世界においてではなく、現実においてその「自然」を規制 となく、 「自然」に従って行為できることを「性的アナキズム」と筆者 名づけた。ツェラン そういった意味 の「性的アナキスト」 はなかっ か、というのが筆者 仮説である。
しかしその一方でツェランはや てジゼルと結婚し、結婚制度を受け入れ 家庭を持った。エリックという子供も
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一二七
生まれ、その家庭を大事にしている。矛盾と言えば矛盾であるが、矛盾は矛盾としてそのままに彼は生きた。一九六二年三月一八日、ツェランはチェルノヴィッツ時代の古い友人、グスタフ・ホーメトに宛てて次のような手紙を書いていた。「ジゼルはフランス人で、結婚前はレトランジュと言っていた。もし駄洒落が許されるのなら、ぼくは（奇特な風変わりな女性）と結婚したことになる。奇特な風変わりな、 いうのは、もう本当にまれになって まった魂 うえでの、ということなのだが。この二年の間もし仮にジゼルがいなかったとしたらぼくはどうなっていたかわからない
）（（
（
」【詩「胸から心臓を」 】以下第三部「逆光」から詩「胸から心臓を」を取り出して論じていきたい。この詩の次に論じる第四部「夜の茎」
に収められている詩「静かに！」と同様、ツェランがエーリカに送ったものである。
胸から心臓を
胸から心臓をむしり取り夜に向かって投げる者は誰であれ、バラに向かって手を差し伸べる者だ。バラの葉とバラの棘は彼のものだ、バラは彼 ために光 皿の上に置き、
一二八
バラは彼のためにグラスを息で満たし、愛の影は彼のためにざわめく。胸から心臓をむしり取り夜 向かって投げ、しかも高く投げ上げる者は誰であれ──打ち損ねることはない、その者は石を石で打ち、その者 ために時計から流れる血が時を打つ、その者 ためにその者の時間が手から時を引き出す──彼には許される だ
　
より素敵なボールと戯れることが
そしておまえと私について語ることが
）（（
（
。
バラは愛の象徴であり、また恋人をも象徴していよう。心臓と訳したドイツ語原語は
H
erz 、 「心」とも訳せる単語
である。胸から心臓をむしり取る、その行為の激しさは、そのような行為に及ぶ決意の強烈さ、愛の思いの深さの表現になっている。引き裂かれていく心臓からほとばしり出る真紅 血は、バラの赤と呼応している。赤いバラ 花が投げあげられ のは、夜の黒い闇であり、漆黒 闇を背景にして赤が浮かび上がる。
次に続く「バラの葉とバラ 棘は彼のものだ」から「愛の影がざわめく」までは、一転して静寂と柔らかさが支配
する世界である。光が皿に満ち、グラスには恋人の息が満たされ、愛の影がざわめいてい
パウル・ツェラン（五）

一二九
再び胸から心臓がむしり取られ高くほうり上げられるが、この形象と、以下に現れるボール遊びとが重なり合い、
心臓そのものがボールとなっているかのようである。一連のバラとボール遊びの形象化の背後には遠くリルケの詩を垣間見ることができる。
高く心臓をほうり上げた人間 、恋人の心を打ち損ねることはない。投げられて高く上った石に石をあてそこなう
こともないのだ。
次の二行からは、詩人の「時」に対するこだわりが強く表されている。 「時」は、引き伸ばせば個人史であり、人
類史に繋がる。かけがえのないそ 時の流れを時計が時を打つこと 知らせる。その時は生きものの血が贖うことで得られる時間である。 「その者の時間」とは、個別の人間に与えられた個別に流れていくその人だけ 人生の時であり、 「その者の時間」が、普遍的一般的な「時」そのも を、手が記していく詩として形象化し永遠化していくのだ。「より素敵なボール」とは、互いに恋人としてあることから生み出される新たなものであり、それはまた遊戯としての詩作になっていくのかもしれ 。 「おまえ」と最後に名指されたのは、バラである恋人その人ではない ろうか。【詩「静かに！」 】もう一つの詩、 「静かに！」は次のようなものだ。
一三〇
静かに！
静かに！
　
君の心臓に棘を突き刺すのだから、
なぜならバラが、バラが鏡の中に影とともにその姿を映しているからだ、バラはいま血を流している！いや、バラはとう 血を流していたのだ、ぼくたちが肯定と否定と 混ぜ合わせていたときに、ぼくたちがその混ぜ合わせたも を舐めるようにして味わっていたときに、なぜなら卓から跳ね上がったグラスが音 立て──夜の始まりを告げる音となり、その夜の闇がぼくたちの夜よりも長く続 からだ。ぼくたちは口からむさぼるようにして飲んだ──胆汁のような苦い味がした、しかしそれはワイン ように泡立った──ぼくはおまえ 眼の輝きを追った、そして舌 言葉にならない甘 言葉を喋った……（そのように舌は言葉にならない言葉を喋り、いまもなお喋り続けている）
パウル・ツェラン（五）

一三一
静かに！
　
棘はいまおまえの心のより深くに突き刺さろうとしている──
棘はバラと同盟を結んだのだ
）（（
（
。
私は棘を心臓に、すなわち心に突き刺す。それは相手を傷つける行為であり、自らにも痛みを与える行為である
が、それが相手との関係を確認するものとなっている。キューピッドが恋人の心を射止めようとして矢でハートを射る、伝統的で陳腐なイメージと重なってしまうのだが、素材が優美なバラであること、またそのバラそれ自体が愛の象徴であることが、陳腐さを免れるのに役立っている。棘はおそらくバラの棘 。
なぜこういった行為に及ぶのか？
　
それはバラが影と共に鏡の中に映っていたからである。そしてそのバラはいま
血を流してい 。「鏡」はツェランが偏愛する形象である。鏡には認識されたものが映し出されている。いま鏡の前に実はバラそのものは存在せず、鏡という詩人の内面意識にだけバラがあるのかもしれない。 「影とともにあるバラ」という表現で
「影」が強調されていることもその推測を強める。
「いや、バラはとうに血を流していたのだ」から「そして舌 言葉にならない甘い言葉を喋った」までは、過去の出来事である。口や舌、そして眼の輝き、飲みこみ味わう行為など、睦みあう恋人同士の官能的な夜の時間の流れが描かれている。「肯定と否定とを混ぜ合わせていたときに」と う表現は難解である。肯定と否定が同時に成立 ている構造を言葉そのものに見 のではないかと推測させるよ な詩句 ツェランにはあ 。言語論的なも と関わり、その言
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葉に対する基本的見方を「ぼくたち」が共有していることを告げているとも解せる部分である。しかしまた、恋人同士が自分たちの将来を意識的に曖昧にさせている状況の表現 も見える。絶えず詩論を語彙に重ね合わせるのはツェランの詩の特徴ともいえるが、この詩においては単純に恋人同士のことと筆者は解したい。不倫は「胆汁のような苦い味」がするだろう。
舌は甘い言葉をいまもなお喋り続けている。すなわち相手に対する愛は今なお持続しているのだ。そして棘は今や
以前より深く相手 胸に突き刺さろうとしている。
第八章
　
終わりに
詩集『ケシと記憶』が刊行されたのは一九五二年、第二次世界大戦終結後ツェランがチェルノヴィッツからブカレ
ストに出てから七年後のことだった。こ 間ツェランは自分の詩を一冊の詩集にまとめあげようとして様々な試みをしている。
ツェランは一九四八年にウィーンで 詩集『骨壺からの砂』のために、どの詩を採用しどのように章立て
するか様々に試みていた。また『骨壺からの砂』を廃版にしてから 、なお新し 詩を書き続けながら詩集編纂に努め、その間に詩集のタイトルも『骨壺からの砂』から『ケシと記憶』に変えていったのである。
詩集『骨壺からの砂』では、第一部「門の傍ら 」の最初に「彼方に」と題されたチェルノヴィッツで書かれた詩
が置かれ、第二部「ケシと記憶」の主要部分にブカレストで書かれた が収め れ 終わり近く ウィーンで書かれ
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た七編の詩が収められていた。最後に第三部として詩「死のフーガ」が置かれていたのである。
詩集『ケシと記憶』になると、チェルノヴィッツで書かれた、ないし書かれ始めたと推測される詩が二編だけにな
ることはすでに記したとおりである。詩集に収められた詩は殆どがブカレスト時代以後のものとなり、第三部「逆光」第四部「夜の茎」全体の中でウィーンで書かれた詩は二編のみ、それ以外の詩はパリで書かれたものとなる。
ツェランが「容赦なく捨てていたこと」 、常に先に先にと進ん いたことはすでに指摘した。このように「捨て」
また「先に進みながら」彼は自分の詩の課題、書くべき詩の輪郭を明確にしていったのである。
常に忘却に晒されている経験、過去、つまりは歴史を忘却から救い、言語化すること。傍らにいるのは死者たちで
あり、 「聞こえてくる沈黙」をツェランはむしろ重く意識していた。
そしてまたツェランは、ショアという歴史的現実を経た戦後の只中 立っている自分がユダヤ人 あることを否応
なく思い知らされた。すなわちヨーロッパにおいてユダヤ人 ことが歴史的にどういう意味を持つも であるのか、旧約時代に遡っての確認を余儀なくされ である。
そしてツェランの「時」 、すなわち「歴史」や「時代」に対するこだわりも研ぎ澄まされていく。そ は同時に第
二次世界大戦後の文学状況や思想状況に対しても、その鋭敏な感性を発揮し 時代の子として 論を考えるさ にハイデガーなどの思想潮流を意識し いくであろう。
初期作品にそれ以後の発展の芽は揃っている、とはよく言われ ことである。それは当然そうあるべきはずのもの
である。あまりまだ十分な光を浴びて ないブカレスト詩編を含め 詩集『ケシと記憶』に含まれているモチーフや
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語彙は、変奏され、通奏低音となり、これ以後のツェランの詩作を貫いていくように見える。（
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